
NPO法人報徳食品支援センター

所在地 神奈川県小田原市
地域の人口 30万人
活動開始 2020年（令和2年）2月
集荷実績 2021年度 73.2ﾄﾝ

2022年度も同水準で推移。
配布実績 69.3ﾄﾝ（110カ所の施設・団体）
活動の特徴 食品ロス削減に努力する。

食品企業からの直納が多い。
ﾌｰﾄﾞドライブに頼らない。



令和5年 力を入れている課題

〔支援対象〕
・物価高の影響をもろに受ける弱い立場の人達を支援
少ない年金で暮らす高齢者（基礎年金だけの人など）
ひとり親家庭の母とこども、 外国人労働者

〔提供食品〕
・高品質の食品（食事）の提供
冷凍食品の扱いの拡充（冷凍食品を使ったお惣菜の提供）
令和4年度2月迄の入荷実績70.3ﾄﾝ中、冷凍食品は9.6ﾄﾝ
ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝの整備。19カ所の社協、子ども食堂に冷凍庫貸与。

〔行政・社協との連携〕
・特に高齢者対策は、行政、社協と連携して行いたい。
行政サイドは情報の提供、支援対象の選定。我々は食品を提供する。



高齢者への支援(箱根町）
冷凍総菜を使ったお惣菜の配布



小田原市内の市営
住宅での配布



冷凍食品を使ったメニューの開発



ひまわり子ども食堂
で総菜を準備します。




